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個人投資家向け IRセミナー【バイオ IR Day 】に 

当社代表取締役社長 安達喜一が登壇します 
 

来る 2026年３月 10日（火）、日本証券新聞社主催の個人投資家向け IRセミナー【バイオ IR Day 】～

現役アナリストがポイントを解説!! バイオベンチャーによる会社説明会～ が開催され、当社代表取

締役社長の安達喜一が登壇します。 

開催概要は、以下の通りとなっております。投資家の皆様には、当社に対するご理解を更に深めていた

だき、投資判断のご参考としていただけるものと考えておりますので、是非ご参加ください。 

 

記 

【セミナー概要】 

主催  日本証券新聞社 

日時 2026年３月 10日(火) 12時 30分開場／13時 00分開演～16時 00分終了(予定) 

会場 東京証券会館 ８階ホール 

    東京都中央区日本橋茅場町１-５-８ 

申し込み方法 https://www.nsjournal.jp/seminar/20260310tokyo/ を参照ください。 

募集定員 150名 

参加料  無料 

 

【タイムスケジュール】 

第１部 
13:00～13:25／25分 会社説明会① 

クリングルファーマ  

第２部 
13:25～13:50／25分 会社説明会② 

ファンペップ 

第3部 
14:00～14:25／25分 会社説明会③ 

ステムリム 

第４部 
14:25～14:50／25分 会社説明会④ 

デ・ウエスタン・セラピテクス研究所 

第５部 

15:00～16:00／60分 パネルディスカッション 

「バイオベンチャーの挑戦と、その先の近未来 ～トップに成長戦略を再確認～」 

 

＜モデレーター＞ 

SBI 証券 企業調査部 医薬・バイオ担当シニアアナリスト 川村 龍太 氏 

https://www.nsjournal.jp/seminar/20260310tokyo/


 

 

 

クリングルファーマ株式会社について https://www.kringle-pharma.com/ 

当社は「難治性疾患治療薬の研究開発を行い、難病に苦しむ患者さんに対して画期的な治療手段を提供

し、社会に貢献すること」を企業理念とし、希少疾病を対象に HGFタンパク質医薬品の自社開発を推進す

るバイオベンチャー企業です。  

現在、HGFタンパク質医薬品のレイトステージの開発パイプラインでは、脊髄損傷急性期を対象とする

第Ⅲ相臨床試験を終了し、さらに追加臨床試験に向けた準備を進めています。また、声帯瘢痕を対象とす

る開発は第Ⅲ相臨床試験を実施中です。 

当社は、HGFタンパク質医薬品の社会実装を通じて新たな価値を創造し、人々の健康と幸せに貢献して

まいります。 

 

以上 

 

https://www.kringle-pharma.com/

